
 

着火物に着目した実験結果及び防炎寝具類について 

 

 

布団厚さと燻焼率の関係 

 布団が圧縮されると燻焼率があがる。 

 
 

 

着火物の違い（綿布団と綿ポリ混合布団）による結果（第２実験結果より） 

燻焼については、たばこの種別に寄らず綿 100％布団と綿ポリ混合布団に有意差がある。 

 

 置消 燻焼 

非 RIP たばこ × ○ 

RIP たばこ ○ ○ 

 

 

防炎寝具類について（（公財）日本防炎協会ホームページより抜粋） 

■ 防炎寝具類の種類 

Kinds of flame retardant beddings 

側地類（ふとん側地、マットレス側地、 

敷布、ふとんカバー、毛布カバー、枕カバー） 

ふとん類（ふとん、座ぶとん、ベッドパッド、枕、マットレ

ス） 

毛布類（毛布、ベッドスプレッド、タオルケット） 

 

■ 防炎寝具類の特徴 

Merits of flame retardant beddings 

1. 炎に触れても燃え広がらず、自己消火性があり 

ます。 

2. 人体の健康上でも安全です。 

3. 通気性、吸湿性、保温性も充分あります。 

4. 弾性回復率も普通品と変わりません。 

5. 見た目に美しく、よい感触です。 
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布団厚さと燻焼率の相関関係 （第１実験結果より） 
燻焼率（％） 

布団厚さ（mm） 
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防炎製品   普通品               防炎製品    普通品 

 

 

 

（同時着火 25分後）                （同時着火 1時間後） 

 

防炎布団の流通状況 

防炎寝具類のうち、防炎布団は布団全体の 0.5％程度の流通量と見込まれる。 

 


